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軒
町
村
税
条
例
晋
則
)
の
㌫
忽
改
正
す
る
条
例

i
E
町
村
税
義
範
:
慧
九
年
条
例
-
喜
)
の
嘉
を
次
の
よ
う
に
改
正
三
｡

挙
手
三
笈
牙
讐
う
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
∪

四
市
〔
町
,
柿
)
内
に
軍
宿
泊
所
､
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
ら
-
す
晶
敦
(
以
下
｢
署
｣
と
い
う
｡
)
-
す
る
法
人
で
当
警
告
内

に
事
務
所
見
違
叢
を
有
し
1
1
い
も
の
及
び
市
(
糾
,
村
)
･
T
･
に
軍
務
所
､
要
所
又
は
著
者
す
る
-
で
琵
琶
は
財
讐
芸

者
叉
は
管
理
人
の
責
の
あ
る
も
の

至
宝
最
中
｢
事
務
所
-
事
蔑
｣
を
r
%
準
例
､
事
業
所
詮
寮
等
｣
に
改
め
る
｡

新
二
十
八
粂
中
｢
悪
い
十
六
粂
竺
〕
空
を
｢
オ
-
内
裏
軒
七
項
｣
に
改
め
る
O

空
十
妄
竺
欝
｢
事
務
所
:
,
島
蔑
｣
を
｢
-
所
･
要
所
X
は
箸
｣
に
改
め
る
｡

蛋
十
四
蚤
表
中
｢
同
日
に
お
い
て
-
税
-
二
十
八
-
1
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
払
を
受
け
る
際
所
得
税
を
徴
警
れ
る
も
の
｣

を
r
雷
に
お
い
て
雪
の
支
払
蔓
け
て
七
着
(
次
の
各
r
l
D
I
J
i
掲
-
者
の
う
ち
特
別
徴
警
力
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
-
豊

で
あ
る
と
慧
ら
れ
る
も
の
を
除
-
o
以
↑
本
巣
に
お
い
て
=
･
給
与
所
-
｣
と
い
う
O
)
に
-
.
間
項
に
次
の
こ
夏
空
る
O

一
年
金
､
罷
そ
の
他
-
-
が
有
を
こ
え
る
-
-
｡
-
ら
れ
て
い
る
-
の
み
の
支
払
墨
け
る
者

二
外
国
航
碧
航
雪
る
悪
に
-
組
む
-
で
-
細
に
給
与
蔓
払
を
受
け
る
者

か
五
十
四
条
空
嘉
を
次
の
よ
う
に
改
め
J
東
に
次
の
四
境
を
加
え
る
｡

三
別
項
の
所
有
者
と
は
,
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
は
土
地
台
-
し
く
は
土
地
補
充
-
台
賢
は
家
-
-
し
姦
寅
充
蔑
台
帳

著
者
と
し
て
纂
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
-
者
と
し
て
登
-
れ
て
い
る
個
人
が
覧
期
品
に
死
亡
セ
い
る

と
き
､
若
し
く
は
所
有
者
と
し
て
登
警
れ
て
い
る
-
が
-
-
消
滅
し
て
い
る
と
き
､
又
は
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
至
芸

十
八
奪
壷
の
悪
習
的
聾
者
で
1
1
1
竺
ノ
て
い
る
と
き
は
.
同
日
に
お
い
て
当
-
地
又
は
家
-
現
最
有
し
て
い
る
者
を
い
う
9



5
至
境
の
雷
管
は
､
償
-
に
つ
い
て
は
-
資
産
-
帳
-
者
と
し
て
登
誉
れ
て
い
る
者
を
い
う
｡

4
望
曇
所
有
者
の
所
在
が
霞
災
､
-
火
-
の
他
-
-
て
不
明
で
あ
る
-
に
お
い
-
-
警
所
有
者
と

み
L
I
J
て
･
こ
れ
を
竪
豊
津
-
帳
に
-
し
-
の
者
-
-
産
税
姦
す
る
D

5
土
地
区
憲
法
-
地
区
附
-
菜
又
は
土
地
-
港
-
也
-
革
毒
に
蓋
に
つ
い
て
は
蔓
は
楓
約

等
の
定
め
る
と
こ
ろ
-
仮
換
地
二
時
杓
-
完
の
仮
に
使
甲
〕
-
く
は
-
-
と
が
で
き
る
-
草
本
琶

三
露
等
｣
と
統
警
昌
｡
)
め
-
あ
っ
た
-
又
は
土
地
区
-
要
吉
の
規
定
-
-
-
事
業
の
施
墓

以
外
の
者
が
仮
に
使
-
る
土
地
-
地
と
し
て
指
-
れ
た
も
-
む
-
二
･
振
放
-
と
い
う
=
が
あ
る
-
お
い
で
は
､

当

聖

地

等

-

紋

-

い

て

-

-

-

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

…

日

か

ら

-

処

量

が

あ

る

畏

ほ

換

地
計
.
篭
の
-
あ
る
-
-
隻
姐
等
に
あ
つ
て
は
当
級
振
放
等
-
る
-
恵
に
つ
い
て
孟
最
琵

土

慧

警

帳

-

と

し

で

-

て

い

曇

も

つ

て

､

振

絞

-

っ

て

-

-

事

業

-

者

賢

の

仮

綴

租

地
の
使
署
享
-
-
換
地
等
-
位
-
-
-
有
者
と
み
は
し
､
換
地
処
墓
が
あ
っ
た
8
又
は

禁

画

の

認

可

の

-

っ

た

日

か

ら

換

地

-

也

-

し

た

者

が

-

に

当

-

又

は

-

-

-

し

て

登

警
れ
る
日
吉
間
は
､
当
琴
は
-
を
取
得
し
た
苧
-
当
該
換
地
又
は
保
-
係
る
…
の
葺
と
み
筈
.

6
.
菱
聾
堅
-
の
規
-
て
使
-
る
豊
地
で
工
作
物
-
し
.
そ
の
他
土
地
を
使
-
る
-
線
の
状
警

誉
れ
て
い
る
も
の
-
-
-
関
し
て
使
-
い
る
も
の
を
除
く
9
)
に
つ
い
て
は
､
-
-
も
っ
て
土
地
と
'

当
莞
孟
霞
唱
す
る
者
を
も
っ
て
当
蒐
立
地
に
係
鼻
云
の
所
有
者
と
み
筈
D
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誓
竿
三
髪
だ
し
書
中
コ
-
己
を
｢
-
巴
監
琶

附

則

竺
粂
こ
の
粂
例
に
ょ
る
豊
後
-
･
村
)
祝
-
-
法
人
の
市
町
村
民
税
の
鈎
等
割
-
-
-
萱
寺

竺
粂
　
こ
の
崇
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

衰
月
言
の
-
る
-
-
-
他
の
-
ぁ
っ
て
は
昭
-
十
毎
分
か
ら
曹
す
る
｡

聖
粂
昭
聖
十
貰
以
前
の
市
〔
町
､
村
)
挽
帯
覧
氏
税
の
う
ち
-
め
-
村
税
G
均
等
-
て
は
-
一
年
買
〟

品
茎
葉
毒
の
終
了
す
る
分
)
に
つ
い
て
は
､
-
富
の
例
に
ょ
亀

番

屋

　

雷
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二
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の
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中
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…

介
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つ
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て

-
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通
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